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商議所会費納入についてお願い

　2023年度商工会議所会費及び特別会費の納入

をお願いする時期となりました。 

　会員事業所の皆様には、会費納入通知書を

別便封書にて送付させて頂きますので、

5月31日水までに納付をお願い致します。

ご連絡くださいましたら、
ご集金に伺います。

インターネットバンキング、銀行ATM等でもお振込みできます。
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当
商
工
会
議
所
議
員
の
職
務
執
行
者

に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
２
号
議
員
〕

　

株
式
会
社
西
京
銀
行
富
田
支
店

　
　【
旧
】支
店
長
　
　
新
谷
　
彰
彦 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
【
新
】支
店
長　
　

田
村　

佳
己 

氏

　〔
３
号
議
員
〕

　

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ
徳
山
製
造
所

　
　【
旧
】総
務
グ
ル
ー
プ
主
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
谷
　
正
明 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
【
新
】総
務
グ
ル
ー
プ
主
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
部
秀
徳 

氏

　

三
浦
運
輸
株
式
会
社

　
　【
旧
】相
談
役
　
　
三
浦
　
克
己 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
【
新
】代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

眞
美 

氏

　

株
式
会
社
山
口
銀
行
富
田
支
店

　
　【
旧
】支
店
長
　
　
河
内
　
　
優 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
【
新
】支
店
長　
　

上
西　

敏
明 

氏

4月14日 産業観光委員会
　
周
南
地
域
商
工
会
議
所
（
新
南
陽
・

徳
山
・
下
松
・
光
）
に
よ
る
、
産
業

観
光
委
員
会
（
委
員
長 

谷　

真
人 

当
商
工
会
議
所
副
会
頭
）
を
開
催
し

た
。

　

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
（
案
）、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
報
告
に
続
き
、
令
和
５
年
度
事
業

計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
承
認
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
夏
休
み
親
子
教
室
及
び

体
験
コ
ー
ス
、
一
般
コ
ー
ス
等
の
計

20
コ
ー
ス
を
実
施
予
定
。

　

ま
た
、
新
規
訪
問
先
と
し
て
、
日

本
貨
物
鉄
道
㈱
、
㈱
カ
ン
喜
を
見
学

予
定
。

『商工会議所福祉制度』
キャンペーン実施のお知らせ
※「ベストウイズクラブ」は、
商工会議所共済制度・福祉制度
の普及・推進を目的とし全国各
地の商工会議所およびアクサ生
命保険株式会社により運営され
ている組織です。

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を５月１日
から６月３０日まで実施しております。
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様に
ご理解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただく
ことを主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や
退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズに
お応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当職員がお伺
いした際には、是非ご協力下さいますようお願い申し上げます。

会員共済制度

議
員
職
務
執
行
者

変
更
の
お
知
ら
せ

【問合せ・申し込み先】 
周南市教育委員会 人権教育課

 （0834）22−8620

周南市企業職場人権教育連絡協議会

加入企業募集!

周南市企業職場人権教育連絡協議会に加盟して、
職場での人権感覚を磨いていきませんか。
　協議会の主な活動は
  ○自主的な研修会の開催（年 3 回）
  ○社内での人権出前講座への講師派遣
  ○啓発ＤＶＤ・ビデオの貸出
　
 　年会費　3,000 円

企業の皆様へ
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例
会
終
了
後
、『
令
和
５
年
度
の

Ｄ
Ｘ 

～
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
電
子
帳

簿
保
存
法
へ
の
対
応
か
ら
始
め
る
Ｄ

Ｘ
の
す
す
め
～
』
と
題
し
て
、
株
式

会
社
デ
ー
タ
・
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
の
高

田
氏
・
柴
田
氏
に
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

よ
く
聞
く
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」
に

つ
い
て
、
青
年
経
済
人
と
し
て
、
理

解
を
深
め
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
々

ス
タ
ー
ト
す
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

と
「
電
子
帳
簿
保
存
法
」
に
対
応
す

る
際
に
、
請
求
書
等
の
保
存
・
整
理

の
簡
素
化
で
き
、
業
務
の
効
率
化
を

図
れ
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
講
話
は
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
知
識
や
対
応
ソ
フ
ト
の
使

い
方
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
12
日
（
水
）
に
４
月
度
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
京
瀧
会
長
よ
り
新
年
度
の

挨
拶
が
あ
り
、
今
年
度
の
意
気
込
み

を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
の
後
、
徳
山
商
工
会
議

所
の
青
年
部
よ
り
、
６
月
17
日
（
土
）

の
、
会
員
大
会
徳
山
大
会
の
Ｐ
Ｒ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
渡
部
実
行
委
員
長

が
会
員
大
会
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し

た
後
「
ブ
ラ
ボ
ー
！
」
の
掛
け
声
と

と
も
に
、
会
員
大
会
に
向
け
て
士
気

を
高
め
ま
し
た
。

　

各
種
報
告
で
は
、
京
瀧
会
長
よ
り

こ
の
４
月
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
、

「
東
山
口
信
用
金
庫
の
中
村
昇
平
さ

ん
と
㈱
西
京
銀
行
の
松
浦
和
央
さ

ん
」
の
２
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

＜入会資格＞
 ・ 新南陽商工会議所会員事業所の経営者、
　 後継者又は従業員の方
 ・ 満45歳以下の方
 お気軽にお問い合わせください。

新南陽商工会議所青年部

随時会員募集中!
お問合せ　新南陽商工会議所青年部事務局　周南市宮の前2-6-13　TEL：0834-63-3315

新南陽好き
集まれ!!

 

４
月
度
例
会

4
月
12
日

青 年 部 活 動 報 告

▲新規入会者　松浦さん

▲新規入会者　中村さん

99×380

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険]　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。
●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。

商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

ビジネス総合
保 険 制 度

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化して加入可能
●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、サイバー、施設・事業遂行等）リスクを総合的に補償
●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のための資金を確保
●全国商工会議所のスケールメリットによる割安な保険料水準
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し
●保健所指示などによる新型コロナウイルス感染症の消毒費用および消毒に伴う営業

休止にかかる損失を補償

ここがおすすめ

本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

2021年10月作成　21-T03556

 新  型  

コロナウイルス

感染症
による

リスク
も

補償

休業に関する
補 償

▲京瀧青年部会長（左から３人目）と徳山商議所青年部の皆さんによるPR▲講師よりDXについて学ぶ
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講師：㈲ビジネススクール・オカモト　代表取締役　岡本節子先生

　新入社員を対象としたビジネスマナー研修会
を開催し、9社15名が参加した。
　毎年開いているこの研修は今回が46回目で、
社会人としての心構えから職場における常識、
マナー等、組織人として必要な基礎知識の習得
を目的に、実践的な研修を行った。
　これまでの研修修了生は1,415名になる。

令和５年度
新入社員ビジネスマナー研修開催

　赤
坂
印
刷
株
式
会
社長

谷
川
　暉 

さ
ん

　
今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
で
は
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た

お
話
が
二
つ
あ
る
。

　
一
つ
目
は
、「
他
者
に
不
快
感
を
与
え
な

い
」
こ
と
が
マ
ナ
ー
の
本
質
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
相
手
に
対
す
る
敬
意
を
言
葉
や
行

動
に
表
す
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
円
滑
に
し
、
ま
た
相
手
と
強
い
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
に

は
「
聞
く
力
」
が
重
要
で
あ
り
、
自
身
の
感

受
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
常
に
相
手
の
気
持
ち

を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
だ
と
理

解
で
き
た
。

　
二
つ
目
は
、
営
業
職
は
企
業
の
看
板
を
背

負
う
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
自
身
の

行
動
や
発
言
が
、
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
や
信
用

へ
直
結
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
外
部
の
人

か
ら
は
、
新
入
社
員
で
あ
ろ
う
と
ベ
テ
ラ
ン

社
員
で
あ
ろ
う
と
関
係
な
く
、
営
業
職
は
皆

そ
の
企
業
の
代
表
と
い
う
認
識
を
持
た
れ

る
。
己
の
言
動
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
責
任
が
伴

う
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
す
べ
て
今

後
の
社
会
人
生
活
で
必
須
と
さ
れ
る
ス
キ
ル

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
学
ん
だ
内
容
を
積

極
的
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
成
長
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　株
式
会
社 

田
中
組

常
廣
　紗
良 

さ
ん

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
改
め
て
社
会
で
の

常
識
を
知
る
と
共
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
企
業
が
求
め
る
人
材
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
積
極
性
・
向
上
心
、
常
識
・

マ
ナ
ー
が
大
切
だ
と
知
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
関
し
て
は
、
聞
く
力
も
含

ま
れ
る
と
知
り
話
す
力
、
聞
く
力
の
両
方
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
が
一
番
難
し
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
会
話
で
す
。
敬
語
、接
遇
用
語
、ク
ッ
シ
ョ

ン
言
葉
な
ど
が
あ
り
通
常
の
言
葉
と
は
全
然
違

う
の
で
正
し
い
言
葉
遣
い
で
会
話
で
き
る
よ
う

に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
立
ち
居
振

舞
い
や
お
辞
儀
、
名
刺
交
換
な
ど
実
際
に
体
験

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
個
人
の
態
度
や
マ
ナ
ー
が
、
そ
の
ま
ま
会
社

の
イ
メ
ー
ジ
や
評
価
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
し
っ
か
り
理
解
し
て
常
に
頭
の
中
に
入
れ
て

お
こ
う
と
思
い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
何
事

に
も
挑
戦
し
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
常
に
要
求
さ
れ
た
こ
と
以
上
の

成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
自
分
の
頭
で
考
え
、
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
を
心
掛
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
、
宝
と
な

る
人
財
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

4/4

新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
を
受
講
し
て

▲椅子の座り方、スーツの着こなしを学んだ

▲名刺交換の仕方を学んだ ▲会頭より修了証書が渡された
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２
０
２
３
年
春
闘
で
は
、
約
40
年
ぶ
り

の
高
イ
ン
フ
レ
の
発
生
や
深
刻
な
人
手
不

足
な
ど
を
受
け
、
大
企
業
を
中
心
に
高
水

準
の
賃
上
げ
が
実
現
す
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
大
和
総
研
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
レ
ポ
ー
ト
［
注
１
］
で
、「
２
０
２
２

年
で
２
％
程
度
だ
っ
た
定
昇
込
み
の
賃
上

げ
率
は
２
０
２
３
年
に
３
％
台
に
乗
せ
る

可
能
性
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
同
時

に
「
高
水
準
の
賃
上
げ
が
実
現
し
た
と
し

て
も
、
物
価
上
昇
率
を
上
回
ら
な
け
れ
ば

家
計
の
生
活
は
豊
か
に
な
ら
な
い
」
と
し

て
い
る
。
こ
の
意
味
で
現
在
の
大
企
業
を

中
心
と
す
る
物
価
上
昇
へ
の
対
応
と
し
て

の
賃
上
げ
で
は
な
く
、
日
本
企
業
が
生
産

性
向
上
に
裏
付
け
さ
れ
た
実
質
賃
金
の
引

き
上
げ
を
今
後
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
質
賃
金
が

長
年
上
昇
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
同
レ
ポ
ー
ト
が
指
摘
し
て
い
る
以
下

の
五
つ
の
問
題
を
再
認
識
し
、
そ
れ
ら
の

解
決
に
向
け
官
民
一
体
で
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
「
２
０
０
０
年
１

−

３
月
期
以
降

の
１
人
１
時
間
あ
た
り
（
マ
ン
ア
ワ
ー

ベ
ー
ス
）
の
実
質
賃
金
の
推
移
を
日
米
独

で
比
較
」
す
る
と
、「
日
本
の
賃
金
上
昇

率
は
米
国
や
ド
イ
ツ
に
見
劣
り
す
る
」
と

し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
、
企
業
が
付
加

価
値
（
≒
粗
利
益
）
の
う
ち
ど
れ
だ
け
従

業
員
の
人
件
費
と
し
て
分
配
し
た
か
と
い

う
「
労
働
分
配
率
」
は
、「
２
０
１
０
年

代
末
か
ら
日
本
の
実
質
賃
金
を
押
し
上
げ

て
い
る
一
方
、
日
本
の
労
働
生
産
性
の
伸

び
率
は
米
国
よ
り
も
低
く
」、「
ド
イ
ツ
と

同
程
度
で
あ
る
」と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
は
ド
イ
ツ
よ
り
も
総
労
働
時
間
が
減

少
し
、
物
価
が
下
落
し
て
き
た
と
い
う
課

題
を
抱
え
る
。
こ
れ
は
、
デ
フ
レ
下
で
日

本
企
業
の
価
格
支
配
力
が
低
下
し
、
企
業

努
力
が
「
高
付
加
価
値
化
」（
プ
ロ
ダ
ク

ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
商
品
開
発
））

よ
り
も「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト（
＝
費
用
削
減
）」

「
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
業
務

改
革
）」
に
注
が
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

今
後
、
日
本
で
イ
ン
フ
レ
が
定
着
す
れ
ば

企
業
の
価
格
支
配
力
が
回
復
し
、
企
業
努

力
が
高
付
加
価
値
化
へ
と
シ
フ
ト
す
る
な

ど
成
長
力
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

次
に
日
本
の
交
易
条
件
（
＝
貿
易
で

の
稼
ぎ
や
す
さ
を
示
す
指
標
）
の
悪
化

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
「
２
０
０
０
年
初
め
に
30
ド
ル
／
バ
レ

ル
程
度
だ
っ
た
原
油
価
格
（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
ベ
ー

ス
）
は
直
近
で
70
～
80
ド
ル
／
バ
レ
ル
台

で
推
移
す
る
な
ど
、
こ
の
20
年
超
で
幅
広

い
資
源
価
格
が
上
昇
し
た
」
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
資
源
輸
入
国
で
あ

る
日
本
で
は
交
易
条
件
が
悪
化
し
、
実
質

賃
金
の
原
資
と
な
る
所
得
が
海
外
に
流
出

し
た
。
日
本
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
目
指
し
て
い
る

が
、
化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
の
低
下
は
間

接
的
に
実
質
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が

る
と
み
ら
れ
る
。

　

三
つ
目
に
、「
日
本
の
労
働
生
産
性
上

昇
率
は
米
国
や
ド
イ
ツ
に
比
べ
資
本
の
プ

ラ
ス
寄
与
が
小
さ
い
［
注
２
］。
有
形
資
本

で
は
非
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
が
少
な
く
、
無
形
資

本
で
は
特
に
人
材
投
資
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
含
ま

れ
な
い
）
で
見
劣
り
す
る
」
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
２
０
０
８
年
に
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
世
界
金
融
経
済

危
機
が
発
生
し
、
人
材
投
資
は
日
本
だ
け

で
な
く
欧
米
主
要
国
で
も
削
減
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
欧
米
主
要
国
で
は
そ
の
後

回
復
し
、特
に
非
製
造
業
で
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
前
を
上
回
る
水
準
に
あ
る
。
一

方
、「
日
本
の
非
製
造
業
で
は
人
材
投
資

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
２
０
１
０
年
代
前
半
ま
で
低

下
を
続
け
、
そ
の
後
も
低
迷
し
た
ま
ま
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
岸
田
政
権
は
人
材

投
資
の
促
進
を
重
要
課
題
の
一
つ
に
位
置

付
け
て
お
り
、
総
合
経
済
対
策
で
は
「
人

へ
の
投
資
」
の
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
５
年

間
で
１
兆
円
に
拡
充
し
た
。
欧
米
主
要
国

で
も
人
材
投
資
が
促
進
さ
れ
て
お
り
、
例

え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
職
業
安
定
所
が
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
す
る
会

社
と
提
携
し
、
コ
ー
ス
や
資
格
の
認
証
を

提
供
し
て
い
る
。
日
本
の
支
援
策
が
欧
米

主
要
国
と
の
比
較
な
ど
に
お
い
て
十
分
な

規
模
や
内
容
な
の
か
検
討
し
、
必
要
な
施

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

四
つ
目
に
「
労
働
生
産
性
の
『
水
準
』

に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
は
主
要
先
進
国

の
中
で
最
低
で
あ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。と
り
わ
け
非
製
造
業
で
課
題
が
多
く
、

２
０
０
０
年
以
降
に
生
産
性
が
低
下
し
た

業
種
も
少
な
く
な
い
。
非
製
造
業
の
14
業

種
の
う
ち
、
宿
泊
飲
食
や
電
気
ガ
ス
水
道

な
ど
４
業
種
で
は
人
口
減
少
の
影
響
を
調

整
し
て
も
需
要
が
減
少
し
て
お
り
、
生
産

性
も
低
下
し
て
い
る
。
他
方
で
、
保
健
衛

生
で
は
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
需
要
が
増

加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
性

が
低
下
し
て
い
る
。
各
業
種
の
実
情
を
踏

ま
え
た
き
め
細
か
な
対
応
策
を
、
官
民
を

挙
げ
て
幅
広
く
、
粘
り
強
く
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。

　

最
後
に「
日
本
で
は
、可
処
分
所
得
ベ
ー

ス
の
実
質
賃
金
が
、
社
会
保
険
料
の
増
加

に
よ
り
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
な
か
っ
た
こ
と

に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
産
性
向

上
を
背
景
に
実
質
賃
金
が
上
昇
し
て
も
、

手
取
り
の
所
得
の
増
加
に
あ
ま
り
結
び
付

か
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
」
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。
働
き
手
の
生
活
水
準

を
引
き
上
げ
る
観
点
か
ら
も
、
給
付
の
効

率
化
や
重
点
化
な
ど
の
社
会
保
障
改
革
の

加
速
も
求
め
ら
れ
る
。
政
府
が
す
で
に
実

行
に
移
し
て
い
る
そ
う
し
た
政
策
は
、
生

産
性
向
上
に
裏
打
ち
さ
れ
た
賃
金
上
昇
を

目
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で

ど
の
政
策
も
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
。

サービス
コラム

生産性向上に裏付けされた
　　実質賃金の引き上げの実現に向けて

 株式会社大和総研  金融調査部  主席研究員　内野　逸勢

1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研
入社。企業調査部、経営コンサルティング部、
大蔵省財政金融研究所（1998～2000年）
出向などを経て現職（金融調査部 主席研究員）。専門は金融・資本市
場、金融機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主な著書・
論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』2020年5月、共著（主著）、

『FinTechと金融の未来～10年後に価値のある金融ビジネスとは何
か？～』2018年４月、共著（主著）、『JAL再生 高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年１月、共著。IAASB CAG（国際監査・保証
基準審議会　諮問・助言グループ）委員（2005～2014年）。日本証券
経済研究所「証券業界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

■コラム／ 内野　逸勢
　　　　　 うちの・はやなり

［
注
１
］
神
田 

慶
司
、
岸
川 

和
馬
、
永
井 

寛
之
、

中
村 

華
奈
子
「
持
続
的
で
高
水
準
の
賃
上
げ
実

現
に
必
要
な
こ
と
～
国
際
比
較
・
業
種
別
の
生
産

性
分
析
か
ら
浮
か
び
上
が
る
日
本
の
課
題
～
」
大

和
総
研
レ
ポ
ー
ト　

２
０
２
３
年
３
月
10
日

［
注
２
］
主
要
先
進
国
の
生
産
性
な
ど
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
集
計
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ 

Ｋ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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No.160 ダイニング バー ボッダイ

株式会社 クラフトマン

周南市野村3丁目の
株式会社クラフトマンさんを
紹介させていただきます。

創業
平成22年3月に設立

お客様の要望に寄り添った提案、
サービス向上に心掛けております。

私たちは、
周南エリアを中心に
営業を展開しております！

これからも誠実で丁寧な対応を心掛けながら、
弊社ならではの地域密着の事業展開を考えております。

土地の造成、販売及び建物の賃貸、売買、管理、仲介を
行っております。土地活用や相続、空き家対策につい
てのご相談も承っています。

不動産部門

建設部門

注文住宅を中心にリフォーム工事も行って
おります。
小さな補修から大きな施工まで安心・
安全な住環境をご提供しております。

不動産、建設の事なら
是非、株式会社クラフトマンにお任せください。

C C I

●
トライアル

●
みうら

●
ジョイフル

●
郵便局 セブン

イレブン●
所 在 地　周南市野村３－１９－３１
営業時間　９時から１７時
定 休 日　日曜日
電話番号　（０８３４）６３－３７９４

株式会社 クラフトマン

産業道路←防府 周南→
ココ

9
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新南陽商工会議所 中小企業相談所
TEL：0834-63-3315　E-mail：info@s-cci.or.jp
HP：https://www.s-cci.or.jp/

ご予約は
こちらまで

ご相談は予約制となります。
あらかじめ下記までお申込みいただきますよう
よろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症等の影響や最低賃金引上げ、
エネルギーその他の物価高騰等の対応、デジタル化、
インボイス制度導入等に関する様々な相談に対応いたします。

日 程 専　門　家
5月02日（火）

15日（月）
25日（木）

6月05日（月）

税　 　理　 　士
税　 　理　 　士
税　 　理　 　士
税　 　理　 　士

日 程 専　門　家
5月16日（火） 社 会 保 険 労 務 士

日 程 専　門　家
5月26日（金） ウェブコンサルタント

専門家無料個別相談会
場所：新南陽商工会議所　時間：13：00 〜 16：00


